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年
頭
に
あ
た

っ
て

四
国
電
気
通
信
局
長

小
　
川
　
伸
　
夫

電
友
会
の
皆
さ
ま
、

明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
方
に
は
、

ま
す
ま
す
ご
壮
健
で

佳
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
中

し
あ
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
公
社
事
業
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご

協
力
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

電
友
会
は
、
発
足
以
来
十
六
年
目
を
迎
え
、
年
を

重
ね
る
ご
と
に
、
ま
す
ま
す
発
展
を
続
け
ら
れ
、
ま

こ
と
に
ご
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。

さ
て
、
私
ど
も
電
気
通
信
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

皆
さ
ま
方
諸
先
輩
の
献
身
的
な
ご
努
力
に
よ

っ
て
、

幾
多
の
困
難
を
克
服
し
な
が
ら
、
設
備
の
拡
充
と
サ

ー
ビ
ス
の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の

結
果
、
今
や
加
入
電
話
は
全
国
で
四
千
二
百
万
加
入

を
超
え
、
四
国
で
は
百
四
十
五
万
加
入
と
い
う
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
に
成
長
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
情
報
社
会
の
進
展
に
伴

っ
て
デ
ー
タ
通

信
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
通
信
等
の
多
彩
な
非
電
話
系
サ

ー
ビ
ス
も
急
テ
ン
ポ
で
拡
充
発
展
を
つ
づ
け
て
お
り
、

産
業
、
経
済
活
動
、
社
会
生
活
の
中
で
欠
か
せ
な
い
も

の
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

情
報
社
会
と
い
わ
れ
る
今
日
、
電
気
通
信
に
対
す

る
社
会
の
要
望
は
、
ま
す
ま
す
高
度
化

。
多
様
化
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
公
社
で
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢

を
踏
ま
え
、
昨
年
は
新
し
い
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
各
種
の
電
話
機
の
発
売
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
通
信

網
サ
ー
ビ
ス
、
音
声
照
会
通
知
シ
ス
テ
ム
の
提
供
な

ど
地
域
社
会
の
要
望
に
応
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
七
月
に
は
、
五
五
、
五
六
年
に
続
き

三
回
目
の
値
下
げ
、
い
わ
ゆ
る
三
二
〇
ｂ
を
超
え
る

遠
距
離
通
話
料
の
値
下
げ
を
実
施
し
、
ご
利
用
し
や

す
い
料
金
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
努
力
を

い
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
ど
も
は
、
今
後
も
新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

普
及
拡
大
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
今
年
は
、
自

動
車
電
話
を
松
山
及
び
高
松
地
区
に
お
い
て
サ
ー
ビ

ス
開
始
す
る
の
を
は
じ
め
、
テ
レ
テ
ッ
ク
ス

（文
書

作
成
と
伝
送
の
機
能
を
持

つ
装
置
）
等
の
販
売
等
に

つ
い
て
も
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市
外
局

番
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
な
い
で
通
話
で
き
る
区
域

（閉
番

号
域
）
の
拡
大
な
ど
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
格
差
の
是
正

に
も
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
は
衛
星
通
信
用
車
載
局
を

配
備
し
、
災
害
時
等
に
お
い
て
通
信
衛
星
を
利
用
し

た
通
信
回
線
確
保
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

き
た
る
べ
き
二
十

一
世
紀
は
、　
署
同
度
情
報
社
会
」

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
公
社
で
は
、
社
会
基
盤
と

し
て
の
電
気
通
信
の
よ
り

一
層
の
高
度
化
が
不
可
決

で
あ
る
と
考
え
、
現
在
、　
コ
同
度
情
報
通
信
シ
ス
テ

ム

（Ｉ
Ｎ
Ｓ
）
」
の
形
成
に
全
社
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

ご
案
内
の
と
お
り
、
こ
の
Ｉ
Ｎ
Ｓ
は
、
光

フ
ァ
イ

バ
ー
や
デ
ィ
ジ
タ
ル
技
術
等
に
よ

っ
て
通
信
網
を
す

べ
て
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
し
て
統
合
し
、
料
金
の
遠
近
格

差
を
是
正
し

つ
つ
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
よ
り

便
利
で
豊
富
な
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
建
設
を
進
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

四
国
に
お
き
ま
し
て
も
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ
の
基
幹
と
な
る

光

フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ

ル
の
敷
設
工
事
を
松
山
　
一局

松
間
で
実
施
し
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
松
山
電
話
冒
。

に
お
き
ま
し
て
は
デ
ィ
ジ
タ
ル
交
・換
機
の
建
設
工
事

を
鋭
意
行

っ
て
お
り
、
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
完

成
い
た
し
ま
す
．
こ
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ

ル
は

将
来
、
日
本
の
骨
格
伝
送
路
と
し
て
重
要
な
役
割
を

呆
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ
基
盤
の
早
期
形
成
に
向
け

て
、
四
国
で
も
着
実
に
そ
の
歩
み
を
始
め
て
い
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
は

″光
通
信
時
代
″
の
幕
あ

け
を
造
げ
る
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
昭
和
五
九

年
は
い
よ
い
よ
実
用
段
階
の
第

一
歩
を
ふ
み
出
す
記

念
す
べ
き
年
に
当
た
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
昨
今
の
公
社
を
と
り
ま
く
経
営
環
境

は
、　
一
段
と
そ
の
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
経

営
形
態
問
題
を
は
じ
め
、
本
電
話
機
開
放
、
中
距
離

通
話
料
金
の
値
下
げ
案
等
大
き
な
課
題
が
ご
ざ
い
ま

す
。
し
か
し
、
電
気
通
信
事
業
は
、
お
客
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
得
て
は
じ
め
て
存
立
し
う
る
事
業

で
あ
り
ま
す
。
従

っ
て
私
ど
も
は
、

「世
の
中
の
役

に
立

つ
事
業
で
あ
る
こ
と
」
を
常
に
発
想
の
原
点
と

し
て
日
々
の
事
業
運
営
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

。
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
ｃ

そ
の
た
め
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見

。
ご
要

望
に
積
極
的
に
耳
を
か
た
む
け
、
こ
れ
を
事
業
に
反

映
す
る
広
聴
活
動
、
町
の
電
話
局
づ
く
り
と
し
て
の

地
域
社
会
活
動
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン

活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

電
気
通
信
事
業
を
愛
さ
れ
、
深
い
関
心
と
ご
理
解

を
い
た
だ
い
て
い
る
先
輩
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
ぜ
ひ

と
も
地
域
社
会
と
電
電
公
社
の
接
点
と
し
て
、
ご
支

援
願
う
と
と
も
に
、
旧
年
に
も
増
し
て
ご
指
導
、
ご

鞭
軽
を
賜
り
ま
す
●
〓
革
甚
に
一仔
じ
ま
す
。

終

わ
り
に
な
り
ま

）た
が
、
皆
さ
ま
か
た
の
ま
す

ま

丁
の
こ
建
一咬
と
こ
多
手
並
び
に
電
友
会
の
ご
繁
栄

を
心
■
ら
お
析
り
匡
し
あ
げ
、
私
の
年
頭
に
あ
た

っ

て
の
こ
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

）
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年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ

電
友
会
四
国
連
合
会
長

泉

節
太
郎

明
け
ま
し
て
お
芽

出
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

電
電
Ｏ
Ｂ

の
皆
さ

ん
、
よ
い
お
年
を
お

迎
え
に
な
り
ま
し
た

か
。
ど
う
か
今
年
も

お
元
気
で
、
幸
せ
に

お
過
ご
し
下
さ
る
よ
う
、
先
づ
以
て
、
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

か
ね
て
か
ら
噂
さ
れ
て
い
た
年
金
統
合
問
題
も
、

さ
き
の
第

一
〇
〇
回
臨
時
国
会
に
お
い
て
、
国
家
公

務
員
等
共
済
組
合
法
の
可
決
に
よ
り
、
国
鉄
、
電
電
、

専
売
の
三
公
企
体
共
済
組
合
と
、
国
家
公
務
員
共
済

組
合
と
が
、
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
の
新
法
律
は
、
今
年
四
月

一
日
か
ら
実
施
と

い
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
法
律
に
よ
る
と
、
今
後
わ
れ
わ
れ
の
も
ら
う

共
済
年
金
は
、
す
べ
て
国
家
公
務
員
並
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
統
合
さ
れ
た
受
給
者
の
年
金
を
新
基
準

に
よ

っ
て
、
再
裁
定
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

但
し
、
こ
の
法
律
に
は
経
過
規
定
が
あ
り
ま
し
て
、

現
在
の
年
金
受
給
額
が
、
再
裁
定
に
よ
る
算
出
額
を

超
過
す
る
場
合
、
新
法
実
施
と
同
時
に
減
額
す
る
こ

と
は
し
な
い
。
が
、
年
々
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
よ
る

増
加
額
と
、
再
裁
定
に
よ
る
算
出
額
と
の
合
計
が
、

現
在
の
受
給
額
に
到
達
す
る
ま
で
は
、
増
額
の
な
い

ま
ま
、
足
踏
み
を
し
て
も
ら
う
、
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

し
た
か

っ
て
、
現
在
受
給
者
で
あ
る
電
電
Ｏ
Ｂ
は
、

一
応
既
得
権
は
確
保
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
何
年
間
か
は
、
増
額
な
き
年
金
で
、
我
慢
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

な
お
年
金
の
統
合
は
、

こ
れ
で
終

っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
政
府
は
地
方
公
務
員
、
海
員
等
の
共
済
年
金
、

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
と
の
統
合
を
も
考
え
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
統
合
は
、
昭
和
七
十
年
実
現
を
目
途
に
、

準
備
を
進
め

つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

最
終
的
に
は
、
年
金

の
最
高
額
を
、
現
就
職
時
代
の

最
後
の
年
の
年
間
収
入
の
六
十
％
程
度
に
抑
え
た
い
、

ま
た
、　
一
人
の
人
間
が
二
つ
以
上
の
年
金
を
も
ら
う

こ
と
の
な
い
よ
う
、
統
合
調
整
を
行

い
た

い
、
と

も
言

っ
て
お
り
ま
す
。

三
公
社
と
国
家
公
務
員
の
共
済
年
金
の
統
合
は
、

窮
迫
し
た
国
鉄
の
年
金
財
政
の
救
済
の
た
め
だ
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
年
金
の
統
合
計
画

は
、
高
令
人
国
の
ま
す
ま
す
増
加
す
る
わ
が
国
に
お

い
て
は
年
金
財
政
の
困
窮
化
と
、
そ
の
財
政
を
支
え

る
現
職
組
合
員

の
掛
金
負
担

の
重
圧
と

い
う
問
題

解
決
の
た
め
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
ｃ

こ
の
よ
う
に
、
年
金
に
関
し
て
は
、
将
来
明
る
い

展
望
は
望
み
難
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
受
給
者
と
し
て
、
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
健
康
で
、
医
者
に
か
か
る
必

要
も
な
く
、
し
か
も
心
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
よ
う
配

意
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
ど
う
か
今
年
も
ご
健
康
で
、

幸
せ
に
お
暮
し
下
さ
る
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

）

愛
媛
電
友
会
総
会

一
よ
い
、
あ
ん
た
も
来
た
ん
か
え
、
久
し
ぶ
り
じ

ゃ
の
う
。　
一
、

「
…
…
お
互
い
元
気
で
何
よ
り
じ
ゃ

の
う
、
結
構
々
々
。
」
、
大
会
場
に
懐
か
し
い
談
笑

が
満
ち
溢
れ
る
。

白
い
も
の
が
ふ
え
、
あ
る
い
わ
薄
く
な
り
、
級
は

ふ
え
て
も
、
元
気
そ
の
も
の
の
顔
、
顔
、
顔
…
…

四
〇
〇
名
に
の
ば
る
多
数
の
参
加
を
得
た
第
二
二

回
総
会
は
、　
一
一
月

一
０
日
午
前

一
〇
時
か
ら
、
松

山
郵
便
貯
金
会
館
に
お
い
て
開
催
。

泉
会
長
の
あ
い
さ

つ
に
つ
づ
い
て
、
来
賓
の
羽
藤

榮
市
先
生
、
西
野
愛
媛
通
信
部
長
か
ら
ご
祝
辞
を
頂

戴
し
、
さ
ら
に

一
色
愛
媛
通
信
部
次
長
か
ら
は
、
オ

レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
の
講
和
が
行
わ
れ
た
。

物
故
会
員

へ
の
黙
祷
、
新
会
員
の
紹
介
、
長
寿
者

へ
の
祝
金
贈
呈
な
ど
の
あ
と
、
議
事
に
入
る
。

丘
八
年
度
会
務
、
会
計
報
告
の
承
認
、
五
九
年
度

事
業
計
画
案
、
予
算
案
の
可
決
も
、
堀
内
議
長
の
名

さ
ば
き
に
よ
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
進
行
、
新
役
員
を
選

出
し
て
、
正
午
す
ぎ
無
事
大
会
を
終
了
し
た
。

こ
と
し
か
ら
愛
媛
電
友
会
主
催
と
な

っ
た
昼
食
会

は
午
後

一
時
開
宴
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
、
飲
む
ほ

ど
に
酔
う
ほ
ど
に
、
さ
す
が
の
大
会
場
も
爆
笑
の
増

蝸
と
化
し
た
が
、　
つ
き
ぬ
名
残
り
を
惜
し
み

つ
つ
、

来
年
の
再
会
を
約
し
て
午
後
二
時
散
会
し
た
Ｇ

（高

市
記
）

電
電
徳
島

温
古
会

総
会

五
十
八
年
度
の
定
期
総
会
は
、
去
る
十

一
月
二
十

二
日
午
前
十
時
か
ら
市
内
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
会
員
約

一
六
０
名
の
出
席
の
も
と
開
か
れ
た
。

冒
頭
物
故
会
員
に
黙
祷
を
捧
げ
冥
福
を
祈

っ
た
後
、
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豊
崎
会
長
の
あ
い
さ

つ
、
続
い
て
波
頭
通
信
部
長
の

あ
い
さ

つ
に
、
公
社
の
経
営
形
態
の
動
向
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ

の
概
要
、
宅
内
端
末
機
器
類
の
販
売
に
対
す
る
今
後

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
約
四
十
分
に
わ
た
り
お
話
を

い
た
だ
き
、
会
員

一
同
大
い
に
啓
蒙
さ
れ
認
識
を
深

め
た
。
新
顧
間
、
新
会
員
の
紹
介
後
、
喜
寿
、
古
稀

会
員
に
記
念
品
を
贈

っ
て
祝
意
を
表
し
た
。

つ
い
て

華
田
広
男
氏
を
議
長
に
選
出
し
て
、
議
事
に
入
り
五

十
八
年
度
業
務
報
告
、
同
会
計
報
告
及
び
五
十
九
年

度
業
務
計
画
案
が
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
議
決
さ
れ
た
Ｇ

役
員
改
選
に
は
、
豊
崎
会
長
の
再
任
を
議
決
し
て
正

午
閉
会
と
な
る
。

午
後
零
時
二
十
分
か
ら
会
場
を
三
階
に
移
し
て
、

懇
親
パ
ー
テ
ー
を
開
催
、
来
賓
と
し
て
波
頭
通
信
部

長
を
初
め
県
下
の
報
話
局
長
な
ど
公
社
幹
部
の
ご
臨

席
を
い
た
だ
い
て
、
賑
や
か
に
歓
談
に
花
が
咲
き
、

和
気
あ
い
あ
い
の
裡
に
懇
親
を
深
め
、
ま
た
旧
交
を

温
め
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（越
久
田
）

固
闊
幽
園

年
金
を
主
た
る
収
入
と
し
て
い
る
方
は
、
扶
養
控

除
対
象
者
の
有
無
、
年
齢
、
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
告

書
を
四
国
電
気
通
信
局
職
員
部
厚
生
課
共
済
係

へ
提

出
し
て
下
さ
い
。

提
出
期
日
は

一
月
十
日
で
す
。

中
告
書
余
白
に
は
、
年
金
証
書
記
号
番
号
と
、
自

宅
の
電
話
番
号
を
お
忘
れ
な
く
記
入
し
て
下
さ
い
。

ま
た
確
定
中
告
の
期
間
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三

月
十
五
日
ま
で
で
す
。
該
当
す
る
方
は
最
寄
り
の
税

務
署
に
申
告
を
行
な

っ
て
下
さ
い
。

繭園
卿
ｕ

電
気

通
信
共

済
会

四
国
支
部

福

祉

相

談
所

○
電
電
Ｏ
Ｂ
大
学

一
般
教
養
科

日
程
表
に
よ
り

つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
し
ま
し
た
。

▽
五
八

・
九

・
九
（金
）松
山
市
番
町
公
民
館

講
　
師
　
愛
媛
薬
草
愛
好
会
会
長

宮
内
　
信
雄
氏

演
　
題

　

「老
人
と
健
康
」

出
席
者
　
五
十

一
名

▽
五
八

。
一
〇

二

一〇
（木
）

文
化
財
め
ぐ
り
　
　
　
新
居
浜
市

瑞
応
寺
、
別
子
銅
山
記
念
館
外

出
席
者
　
五
十
名

▽
五
八

。
一
一
。
一
一
（金
二

一
〓
土
）

史
蹟
探
訪
　
　
　
　
　
北
九
州
方
面

耶
馬
渓
、
羅
漢
寺
、
宇
佐
八
幡
宮
外

出
席
者
　
一二
十
二
名

○
文
化
講
演
会

▽
五
八

。
九

。
一
九
（月
）
、
徳
島
市
蚕
糸
会
館

講
　
師
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局
長

篠
宮
　
華
男
氏

演
　
題

　

「
世
相
を
考
え
る
」

出
席
者
　
百
五
十
名

▽
五
八

。
一
一
・
七
（月
響
同
松
電
信
電
話
会
館

講
　
師
　
一局
松
逓
信
病
院
健
康
管
理
部
長

小
笠
原
　
坦
氏

演
　
題

　

「
健
や
か
な
毎
日
の
た
め
に

一

出
席
者
　
エハ
十
五
名

○
サ
ー
ク
ル
活
動
援
助

一
九
サ
ー
ク
ル
に
対
し
、
下
半
期
分
と
し
て
、

合
計
六
二
八
、
八
〇
〇
円
の
援
助
を
、
五
八

。
一

〇

・
二
〇
に
行

っ
た
。

Ｏ
余
技
作
品
展
の
開
催
に
つ
い
て

つ
ぎ
に
よ
り
、
本
年
度
も
作
品
展
を
行
い
ま
す

の
で
多
数
ご
出
品
く
だ
さ
い
。

一　

開
催
期
日
　
五
九
二
丁
三
（金
）～

一
一　
開
催
場
所
　
共
済
会
四
国
支
部

〓
一　
種
　
　
日
　
絵
画
、
書
、
写
真
、

や
き
も
の
、
手
芸
、

（搬
入
）
五
九
、　
一

出
品
者
に
粗
品
進
呈

共
済
会
四
国
支
部
福
祉
相
談
所

（〇
八
九
九
―
三
二
―
三
三
二
二
）

（誤
り
の
訂
正
）
前
号
会
報

（
四
四
号
）
六
頁

の

下
段
、
終
り
か
ら
四
行
日
の
約
六
〇
〇
〇
万
円
と

あ
る
の
は
、
約
六
〇
〇
〇
〇
万
円
の
誤
り
で
あ
り

ま
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
（編
集
渡
部
）

Ｏ
Ｂ
サ
ー
ク
ル
便
り

電
電

Ｏ

Ｂ
大

学

二

般

教

養
科

）

史

跡
探

訪

に
参

加

し

て

上
　
田
　
昇

一
〇
月
二
〇
日
、
心
配
し
て
い
た
前
日
の
雨
も
か

ら
り
と
晴
れ
、
国
道

一
一
号
線
を
西
条
市

へ
向
う
。

車
窓
か
ら
見
る
桜
三
里
の
紅
葉
は
、
ま
だ
ち
ょ
っ
と

早
い
よ
う
で
あ
る
Ｇ

西
条
藩
陣
屋
跡
に
到
着
。
現
在
陣
屋
跡
は
、
西
条

高
等
学
校
に
な

っ
て
い
る
が
、
校
門
と
な

っ
て
い
る

大
手
門
、
門
脇
の
堤
、
前
濠
の
石
崖
、
大
矢
来
、
一縁

等
に
昔
の
面
影
が
偲
ば
れ
る
。

大
手
門
の
左
手
奥
ま

っ
た
と
こ
ろ
に
西
条
市
立
郷

土
博
物
館
と
愛
媛
民
芸
館
が
あ
る
。

郷
土
博
物
館
の
自
然
資
料
室
に
は
、
鉱
物
、
岩
石

四
　
出
品
締
切

五

そ

の

他

エハ
　
問
合
せ
先

一
〇
（金
）

俳
画

盆
栽
な
ど

月
末
ま
で
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貝
、
、
一
般
動
物
、
植
物
、
化
石
が
多
数
展
示
さ
れ
て

い
た
。

「
こ
の
水
晶
は
き
れ
い
〃
」

「
き
ら
き
ら
光
る
の

は
金
か
し
ら
」

「
こ
の
蝶
は
大
き
く
て
気
持
が
悪
い
」

な
ど
の
声
が
聞
え
る
。

一人
文
資
料
室
で
は
、
出
土
品
、
古
文
書
、
郷
土
偉

人
像
、
書
画
幅
（
色
紙
短
冊
、
歴
史
的
道
具
、
古
銭
、

藩
札
類
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

．
「
千
両
箱

っ
て
重
た
い
な
」

「小
さ
な
大
砲
だ
」

と
、
友
人
同
志
で
は
な
し
あ

っ
て
い
る
。
と
き
ど
き

「
ガ
ン
、
カ
ン
」
と
、
石
を
打

つ
音
が
す
る
。

丁
度
、

「
昭
和
の
西
条
文
人
展
」
が
併
設
さ
れ
て

い
た
。

ｏ
十
河
信
二
氏

（元
国
鉄
総
栽
、
第
二
代
西
条
市

長
、
故
人
）
の
額

「
温
故
知
新
」

ｏ
猪
川
　
耐
氏

（歌
人

「
国
民
文
学
」
同
人
、

「
短
歌
春
秋
」
著
者
、
九
〇
才
）
の
色
紙

何
と
な
く
月
照
れ
る
夜
の
た
の
し
さ
は

吾
の
齢
と
か
か
は
り
あ
り
や

ｏ
岡
本
達

一
氏

（第
五
代
西
条
市
長
、
故
人
）
の

幅
書

　

「
仏
心
」
　
　
　
　
　
　
等
々

墨
痕
あ
ざ
や
か
に
、
強
い
と
こ
ろ
、
や
さ
し
さ
、

墨
の
濃
淡
、
か
す
れ
た
と
こ
ろ
、
白
と
黒
が
調
和
し

て
い
る
。

「
あ

ゝ
、
あ
の
よ
う
に
書
け
た
ら
な
」
と

感
心
す
る
。
こ
れ
で
入
場
料
二
〇
円
也
、
団
体
割
引

で
は

一
〇
円
だ

っ
て
、
現
今
、
こ
の
よ
う
な
入
場
料

の
と
こ
ろ
が
何
処
に
あ
る
だ
ろ
う
か
、
ス
リ

ッ
パ
の

破
損
料
に
も
な
ら
ん
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
心
配
す

る
。

（だ
が
、
も
う
す
こ
し
照
明
が
欲
し
か

っ
た
。

料
金
の
関
係
で
し
ょ
う
か
）

隣
り
の
愛
媛
民
芸
館
に
入
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

よ
る
と
、

「
こ
こ
は
美
術
館
で
も
郷
土
館
、
物
産
館

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
有
名
な
人
の
作
品
や
骨
董
品
、

珍
品
な
ど
も
な
ら
べ
て
あ
り
ま
せ
ん
、
昔
か
ら
現
代

に
い
た
る
ま
で
民
衆
の
な
か
で
、
親
切
に
も
ち
の
よ

い
こ
と
を
願

っ
て
数
多
く

つ
く
ら
れ
た
も
の
、
も
と

よ
り
民
衆
が
求
め
う
る
値
段
の
も
の
で
、
日
常
の
生

活
の
場
で
使
わ
れ
た
道
具
の
類

『民
衆
的
工
芸
品
』

が
、
そ
の
中
心
で
す
」
と
。

私
の
目
に
つ
い
た
の
は

「
か
す
り
」
の
模
様
。
藍

の
色
と
白

（
こ
れ
も
純
白
で
な
く
、
古
び
た
白
）
の

美
し
さ
で
あ

っ
た
の

和
紙
細
工
や
さ
し
こ
な
ど
売
店
で
売

っ
て
い
た
。

こ
こ
の
見
学
を
す
ま
せ
て
新
居
浜
市
の
ホ
テ
ル
白

鳥
別
館
で
昼
食
を
と
り
、
別
子
銅
山
記
念
館
に
行
く
。

玄
関
を
入
る
と

ロ
ビ
ー
正
面
に

「大
錦
」
が
展
示

し
て
あ
る
。
人
錦
の
説
明
の
な
か
に
、

「
別
子
銅
山

大
錦
の
歌
」
が
書
い
て
あ

っ
た
。

へ
い
ま
の
旦
那
さ
ん
よ
　
末
代
御
座
り
や

拍
に
ゃ
　
歩
が
増
す
　
人
が
鮨
サ

ヘ
飲
め
よ
　
大
黒
　
歌
え
よ
　
戒
子

間
で
酌
取
れ
　
福
の
神

　
　
　
（以
下
略
）

折
角
の
こ
と
、
小
さ
い
音
で
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
流
し

て
く
れ
た
ら
よ
か

っ
た
の
に
、
歌
詞
だ
け
で
は
、
歌

の
よ
さ
は
、
わ
か
ら
な
い
。
昔
、
山
の
人
々
が
酒
を

飲
み
な
が
ら
よ
く
唄

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
別
子
銅
山
は
、
元
禄
三
年

（
一
六
九
〇
）
九
月

の
大
露
頭

（鉱
床
の
地
表
露
出
部
）
の
発
見
か
ら
始

ま
る
。
元
禄
四
年

（
一
六
九

一
）
九
月
二
二
日
採
鉱

開
始
、
製
鋼
焼
吹
き
作
業

（焼
が
ま
に
よ
る
製
錬
作

業
の
第

一
次
工
程
）
は
、
同
年

一
０
月
二
〇
日
か
ら

開
始
さ
れ
、
年
末
ま
で
に
約

一
九

・
ニ
ト
ン
の
産
銅

を
み
る
。
こ
こ
に
住
友
事
業
の
根
幹
と
な

っ
た
人
別

子
銅
山
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
‐・ヽ
と
書
か
れ
て
い
る
。

一
つ
一
つ
読
ん
で
い
た
の
で
は
、　
一
時
間
や
二
時

間
の
見
学
時
間
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
。
前
の
人
に
つ

》
い
て
、
す
る
す
る
と
す
す
む
、　
一
応
、
製
銅
ま
で
の

工
程
、
工
具
類
な
ど
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
昔
、

こ
の
銅
山
に

一
万
数
千
人
の
人
々
が
働
い
て
い
て
、

松
山
、
今
治
に
つ
い
で
二
番
目
に
人
口
が
あ

っ
た
と

か
…
…
…
。

太
陽
が
照
り
輝
き
、
童
話
の

「
太
陽
と
風
」
で
は

な
い
が
、
上
衣
を
脱
が
さ
れ
、
汗
ふ
き
ふ
き
端
応
寺

へ
。山

門
を
く
ぐ
る
と
大
き
な
堂
字
が
正
面
に
、
左
手

に
座
禅
堂
、
右
手
に
庫
裏
が
あ
る
。
修
業
僧
が
忙
し

そ
う
に
大
祭
の
後
始
末
を
し
て
い
る
。

「
端
応
寺
は
、
文
安
五
年

（
一
四
四
八
）
生
子
山

城
主
松
本
越
前
守
景
村
公
の
建
立
に
よ
る
も
の
で
あ

る
が
、
天
正

一
三
年

（
一
五
八
五
）
の
役
に
生
子
山

落
城
の
兵
火
に
か
か
り
戦
後
再
建
さ
れ
た
が
、
ま
た

文
政

一
一
年

（
一
八
二
八
）
焼
失
の
厄
に
あ

っ
て
い

る
。
明
治
三
〇
年
曹
洞
宗
専
門
僧
堂
開
設
、
禅
門
修

行
の
名
刹
と
し
て
世
に
知
ら
れ
る
に
至

っ
た
」
と
。

ま
た
、
こ
こ
に
は
、
目
通
り
八

・
五
屑
、
高
さ
二

七
房
、
樹
令
八
〇
〇
年
と
推
定
さ
れ
る
大
銀
杏
が
、

本
堂
の
左
手
に
答
え
て
い
る
。

（県
指
定
の
天
然
記

念
物
）

句
帳
を
開
き

「大
銀
杏
…
…
…
」
と
か

「蓮
池
や

…
…
…
」
と
で
も
メ
モ
し
て
い
る
風
流
人
が
い
た
。

午
後
三
時
端
応
寺
を
あ
と
に
帰
路
の
バ
ス
の
人
に

な
る
。
楽
し
い
史
跡
探
訪
の

一
日
で
あ

っ
た
。

電
電
Ｏ
Ｂ
秋
季
軟
式
庭
球
大
会

（愛
媛

）

秋
晴
れ
の
十

一
月
十
九
日
Ｕ
堀
之
内
市
営

コ
ー
ト

に
お
い
て
恒
例
の
昭
和
五
十
八
年
度
電
電
Ｏ
Ｂ
秋
季

大
会
を
開
催
し
た
。

一
年
中
で
こ
の
大
会
の
時
に
だ
け
ラ
ケ
ッ
ト
を
握

る
人
、
よ
く
練
習
を
し
て
い
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
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る
が
、
い
ざ
試
合
を
し
て
み
る
と
そ
れ
程
差
は
な
い

よ
う
で
あ
る
。
昔
と

っ
た
杵
柄
と
云
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
終

っ
て
例
会
兼
懇
親
会
を
開
き
叙
勲
を
受
け
ら

れ
た
横
山
竹
義
、
古
稀
の
木
村
利

一
両
氏
に
対
し
記

念
品
の
贈
呈
が
あ
り
和
や
か
に
解
散
し
た
。

な
お
試
合
成
績
は
次
の
と
お
り

一
位
　
国
内
　
内

藤

組

二
位
　
一二
好
　
酒

井

組

三
位
　
福
山
　
溝

田

組

四
位
　
小
松
　
木

村

組

五
位
　
吉
村
　
一
一
宮

組

（木
村
記
）

秋

の

叙

勲

昭
和
五
十
八
年
秋
の
叙
勲
に
際
し
、
左
記
の

方
が
、
多
年
に
わ
た
り
電
気
通
信
事
業
に
貢
献

さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま

し
た
。

こ
こ
ろ
か
ら
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

勲
五
等
双
光
旭
Ｈ
章
　
横
山
竹
義
殿
（松
山
一

電
信
電
話
記
念

日
の
表
彰

昭
和
五
八
年
度
の
第
二
四
同
電
信
電
話
記
念
日

（十
月
二
十
三
日
が
日
曜
の
た
め
二
十
四
日
式
典
実

施
）
に
、
次

の
会
員
の
方

々
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

四
国
電
気
通
信
局
長
表
彰

（長
年

に
わ
た
り
電
気
通
信
事
業
発
展
に
尽
力

）

電
気

通

信
産
業
功

労
者

の
表

彰

五
十
八
年
十

一
月
一
十
三
日
東
京
都
千
代
田
区
霞

が
関
、
霞
が
関
ビ
ル
、
東
海
大
学
校
友
会
館
に
お
い

て
、
電
気
通
信
産
業
功
労
者
と
し
て
、
社
団
法
人
電

気
通
信
協
会
会
長
か
ら
、
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

山
　
地
　
秀
　
雄
　
殿

　

（多
度
津
一

百ト

幸長

次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

一一一」一一［
一　

一一一（
一一一一．・．・・一一一

一一ｒ一́・
，

　ヽ

　

・一一一一
一・一一一

一́
・・́
一一・一　

一一一一一．一・一一（一・一一一ヽ

一．．一一一一一
一（一一
一．一・・一
三

一
（
一一一一^
　

一
・
・

・一一・一一
一一一
ヽ

森
尾
　
桂
子
殿

山
本
　
久
寿
殿

都
築
　
勝
平
殿

筒
井
進

一
郎
殿

往
田
　
祐

一
殿

氏
　
　
名

５８

。
‐１

・
２９

５８

・
・１

・
‐６

５８

・
・１

・
‐４

謎

・
‐１

・
‐３

郵

。
１１

・
１０

震

。
１０

。
２７

５８
・
Ю
。
２２

５８

・
３

・
３０

駈
ｏ
９
・
Ｉ

駈
ｏ
９
・
”

死
亡
月
日

ノ` 五
八

七

三

八
九

七
七

五
五

七
七

五
八

七
七

ノ` 行
年

宇
和
島

板
　
野

松
　
山

徳
　
島

丸
　
亀

昔同
　
知

古
同

矢□

松

山

松

山

松

山

所
　
属

随

筆

（欧
州
紀
行
一
　

日

オ
リ
エ
ン
ト
驀

何

猪

谷

嘉

夫

喬

松
）

オ
リ

エ
ン
ト
急
行
の
歴
史
は
古
く
百
年
前
の

一
八

八
三
年
に
、
パ
リ
か
ら
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

ま
で
開
通
し
、
後
に
ロ
ン
ド
ン
ヘ
延
長
さ
れ
た
が
、

一
九
七
七
年
に
惜
ま
れ
な
が
ら
姿
を
消
し
た
。　
一
昨

年
五
月
に
装
い
を
新
た
に
し
、
ベ
ニ
ス
・
ロ
ン
ド
ン

間
で
復
活
し
た
。
我
々
は
ベ
ニ
ス
を
見
物
後
、
同
地

の
サ
ン
タ

・
ル
チ
ア
駅

一
七
時
三
〇
分
発
の
オ
リ
エ

ン
ト
急
行
で

ロ
ン
ド
ン
に
向
け
て
出
発
し
た
。

こ
の
列
車
は
中
央
に
食
堂
車
な
ど
を
五
輌
と
客
車

一
一
輌
の

一
六
輌
編
成
。
車
体
の
外
面
は
濃
紺
地
に

金
色
の
枠
線
と
中
央
に
紋
章
が
輝
き
、
日
本
の
宮
廷

列
車
を
彿
彿
さ
せ
る
。
客
車
の
大
部
分
は
ツ
イ
ン
の

寝
台
兼
用
の
個
室
で
、
内
部
に
は

一
寸
し
た
化
粧
設

備
が
あ
る
な
ど
、　
一
九
二
〇
年
代
の
鉄
道
黄
金
時
代

に
、
工
芸
の
粋
と
贅
を
極
め
た
豪
華
な
も
の
で
あ
る
。

せ
め
て

一
書
夜
だ
け
王
侯
貴
族
に
な

っ
た
気
分
。

小
雨
に
煙
る
ベ
ニ
ス
を
定
刻
に
発
車
。
三
時
間
後

ミ
ラ
ノ
に
着
く
。
夕
食
の
た
め
食
堂
車
に
入
る
。
高

級

レ
ス
ト
ラ
ン
風
で
給
仕
人
も
正
餐
に
侍
る
服
装
。

料
理
は
添
乗
員
が
見
繕

っ
た
定
食
。
悠
長
な
フ
ラ
ン

ス
式
食
事
が
終

っ
た
の
は

一
二
時
頃
。
個
室
に
戻
り

眠
る
。
こ
の
間
シ
ン
プ

ロ
ン
ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け
、
ス

イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
か
ら
南
仏
は
夢
路
の
裡
。
翌
朝

八
時
頃
パ
リ
着
。
停
車
中
に
車
掌
を
い
れ
列
車
を
バ

・　
）

志 喜 赤

摩 田 勿」

廣 鎮

幸 雄 正

殿 殿 殿

徳 高 松
島 松 山

横山竹義氏
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ッ
ク
に
記
念
撮
影
。
お
礼
に
日
本
の
記
念
切
手
を
贈

呈
。
フ
ラ
ン
ス
北
東
岸
か
ら
フ
ェ
リ
ー
ぃて
ド
ー
バ
ー

海
峡
を
渡
り
、
南
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ォ
ク
ス
ト
ン
ヘ
、

再
び
パ
ー
ラ
ー
式
展
望
車
の
豪
華
列
車
で
、
車
中
で

ケ
ー
キ
と

コ
ー
ヒ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
ケ
ン
ト
地

方
の
田
園
風
景
を
楽
し
む
。

ロ
ン
ド
ン
近
く
だ
が
草

原
に
牛
や
羊
を
放
牧
し
て
お
る
。
夕
方
ビ
ク
ト
リ
ア

駅
に
、　
一
夜
大
名
の
旅
も
こ
れ
で

エ
ン
ド
。

峡

の

人

々

井
　
上
　
ひ
ろ
し

（高
知
）

私
の
住
ん
で
お
り
ま
す
伊
野
町
か
ら
草
で
約
二
十

分
、
仁
淀
川
の
支
流
に
沿

っ
て
遡

っ
て
行
き
ま
す
と

中
追
と
い
う
人
口
二
百
五
十
名
程
の
山
腹
に
散
在
し

た
集
落
が
ご
ざ
い
ま
す
。

昔
、
長
門
壇
の
浦
で
敗
亡
し
た
平
家
の
落
人
の
隠

れ
里
だ

っ
た
と
い
う
伝
説
も
あ
り
ま
す
が
、
剣
し
い

山
々
に
囲
ま
れ
た
僅
か
の
耕
地
か
ら
麦
や
黍

。
大
豆
・

蒟
蒻

・
椎
茸

・
紙
の
原
料
な
ど
細
々
と
生
産
す
る
山

里
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
ん
な
所
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
山
々
の
装
か
ら
集

っ
て
流
れ
る
清
流
は
、
滝
と
な
り
渕
と
な
り
岩
を
噛

み
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
異

っ
た
景
観
を
呈
す
る
佳
境

で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
に
目
を

つ
け
た
人
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
黙
と

繁
に
挟
ま
れ
た
僅
か
の
平
地
や
険
ｔ
い
山
腹
を
拓
い

た
狭
い
土
地
に
、
武
道
々
場
を
開
き
、
自
然
の
流
れ

を
利
用
い
た
し
ま
し
て
水
泳
場

。
養
魚
場

。
釣
堀
な

ど
を
作
り
、
昔
か
ら
あ

っ
た
草
葺
屋
根
の
民
家
を
移

し
て
庵
や
亭
を
し

つ
ら
え
、

「
修
練
と
観
光
と
憩
い

の
中
追
渓
谷
」
を
造

っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

拓
か
れ
た
峡
の
人
々
は
う
ま
く
こ
れ
に
乗

っ
た
よ

う
で
、
四
季
々
々
の
山
菜
等
を
提
供
す
る
の
は
勿
論

の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
豆
腐

。
蒟
蒻

・
山
菜
料

理
な
ど
も
全
部
手
作
り
で
提
供
い
た
し
て
お
り
ま
す

し
、
観
光
や
休
憩
の
人
々
の
接
待
な
ど
も
全
部
地
元

の
婦
人
が
担
当
し
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
は
全
国
ど
こ
の
観
光
地
で
も
あ
る
こ

と
だ
と
、
ご
指
摘
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
私
も
こ

こ
で
中
追
渓
谷
の
宣
伝
を
す
る

つ
も
り
は
毛
頭
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
唯
、
あ
る

一
つ
の
出
来
事
を
お
話
し
申

し
あ
げ
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
は
さ
き
の
程
、
退
職
者
の
会
の
俳
句
連
衆
と

こ
こ
に
吟
行
い
た
し
ま
し
た
時
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。
句
会
も
終
り
や
れ
や
れ
と
好
き
な
者
同
志
が
ま

ず

一
献
と
お
酒
を
注
文
い
た
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

二
回
目
の
注
文
に
出
さ
れ
た
の
が
な
ん
と
水
の
よ
う

に
う
す
い
酒
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
怒
り
心
頭
の
幹

事
が
接
待
の
お
ば
さ
ん
に
噛
み

つ
い
た
こ
と
は
勿
論

で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
ば
さ
ん
の
言
い
訳
に
よ
り
ま
す

と
、
お
茶
用
の
薬
確
と
酒
を
澗
す
る
薬
確
を
取
り
違

え
た
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
ま
ど
き
市
井
で
は
、
お
客
が
少
し
酔

っ
て
ま
い

り
ま
す
と
爛
冷
ｔ
の
酒
と
間
違
え
た
り
、　
一
級
酒
の

注
文
を
二
級
酒
と
間
違
え
た
り
す
る
業
者
の
悪
い
例

は
、
数
多
く
経
験
し
て
お
り
ま
し
て
腹
立
た
し
く
思

っ
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
酒
と
水
を
間
違
え
ら

れ
た
こ
と
は
は
じ
め
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
お
客
が
気
付
け
ば
取
り
替
え
れ
ば
そ
れ
で
済
む
」

と
考
え
る
ほ
ど
峡
の
人
々
も
悪
賢
く
な

っ
た
の
で
ご

ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

酒
と
水
の
区
別
も
判
ら
な
い
程
の
素
人
の
素
朴
さ

な
Ｐ
て
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

私
は
、
こ
の
美
し
い
峡
に
住
む
純
朴
な
人
々
は
、

将
来
と
も
是
非
後
者
で
あ

っ
て
欲
し
い
と
祈
ら
ず
に

は
お
ら
れ
な
か

っ
た
２
て
あ
り
ま
し
た
。

）

馬
　
　
　
齢

越
久
田
　
保
　
之

（徳
島
）

あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

烏
兎
々
々
　
ま
た

一
ツ
馬
齢
を
重
ね
ま
し
た
。

町
を
歩
い
て
い
る
と
、
数
年
ぶ
り
の
旧
友
に
ば

っ

た
り
出
会
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
顔
を
み
て
思
わ
ず

一
老
け
た
な
あ
」
と
思
う
の
で
あ
る
。
い
く
ら
気
安

い
友
と
は
い
え
、

「
年
齢

の
わ
り
に
老
け
た
じ
ゃ
な

い
か
」
と
は
い
え
ず
、
し
げ
し
げ
と
顔
を
見

つ
め
て

「
元
気
か
ね
」
と
か
何
と
か
い
っ
て
ご
ま
か
し
て
し

ま
う
。
先
方
が
仕
事
の
関
係
で
の
知
人
で
あ
れ
ば

「
ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。
お
元
気
で
す
か
」
と
紋

切
型
の
あ
い
さ

つ
を
し
て
、
近
況
な
ど
を
話
し
合
う

こ
と
に
な
る
。

友
人
で
も
知
人
で
も
、
久
し
く
会

っ
て
い
な
い
人

と
偶
然
出
合
う
と
誰
で
も

一
瞬

「
老
け
た
」
と
感
ず

る
。
当
方
が

「
老
け
た
」
と
思
う
よ
う
に
、
先
方
も

同
じ
よ
う
に
思

っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
殊
に
中
年

を
過
ぎ
て
の
顔
は
、
光
陰
矢
の
如
し
で
、
あ

っ
と
い

う
間
に
シ
ワ
が
増
え
、
頭
髪
は
白
く
な
る
か
、
無
く

な
る
か
、
始
末
が
悪
い
。
歳
月
の
経
過
と
と
も
に
人

の
顔
も
、
め

っ
き
り
変

っ
て
く
る
。
そ
れ
だ
け
年
輪

を
ふ
む
わ
け
で
あ
る
。

人
の
年
輪
は
、
顔
か
た
ち
の
外
形
的
な
も
の
だ
け

で
な
く
、
過
去
の
経
験
、
心
の
持
ち
方
な
ど
に
よ
り

目
に
見
え
な
い
何
物
か
が
備

っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
内
面
的
な
年
輪
の
充
実
こ
そ
大
切
で
あ
る
。

久
し
く
会
わ
な
か

っ
た
友
の
顔
を
み
て
、
た
だ

「
老
け
た
な
あ
」
と
年
の
経
過
に
感
嘆
す
る
の
は
、

外
形
だ
け
を
と
ら
え
て
の
感
覚
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
人
の

「
ひ
と
と
な
り
」
は
、
お
互
い
に
言
葉

を
交
わ
し
て
い
る
う
ち
に
、
じ
ん
わ
り
と
に
じ
み
出
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て
く
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
日
暮
し
の
人
生
を
歩
む

こ
と
な
く
、
確
た
る
目
的
を
持

っ
た
人
生
を
送

っ
て

こ
そ
、
そ
の
人
に
魅
力
の
あ
る
個
性
美
が
に
じ
み
出

る
も
の
で
な
か
ろ
う
か
。
馬
齢
を
重
ね
て
、
し
み
じ

み
思
う
の
で
あ
る
。

続

・
鷹
渡

る
大

西

瓶

子

喬

知
）

昨
年
の
今
日

（十

一
月
三
日
）
は
、
抜
け
る
よ
う

な
青
空
で
澄
み
渡

っ
た
山
の
彼
方
に
大
平
洋
の
碧
い

海
が
輝
や
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
朝
は
相
憎
の

曇
り
空
で
茫
雲
が
覆

っ
て
、
空
も
海
も
区
別
が

つ
か

な
い
程
の
日
和
で
あ

っ
た
。

昨
年
登

っ
た
時
と
は
気
象
条
件
が
す

っ
か
ら
違
う

の
で
、
い
さ
さ
か
か

っ
か
り
し
て

「
鴻
の
森
」
の
頂

上
に
件

っ
て
い
た
。

総
勢
三
十
六
人
。
昨
年
の
鷹
の
渡
り
の
話
を
聞
い

て
初
め
て
集
ま

っ
た
人
達
が
大
半
で
、　
一
同
は
東
の

空
を
見
あ
げ
て
、
二
十
分
、
三
十
分
と
待

っ
て
、
い

ら
い
ら
し
て
く
る
の
に
、
い
っ
こ
う
に
鷹
は
現
わ
れ

な
い
。
そ
の
う
ち

一
人
が
、
今
日
は

「駄
目
か
ナ
ァ

ー
」
と
嘆
声
を
も
ら
す
と
、
昨
□
も
来
た
と
云
う
野

鳥
の
会
の
人
達
が
、
天
気
が
よ
か

っ
た
せ
い
も
あ

っ

て
午
前
中
に
差
羽

（さ
し
ば
）
な
ど
約
八
百
羽
も
渡

っ
た
か
ら
、
今
日
も
そ
の
残
り
が
必
ら
ず
渡
り
ま
す

よ
と
の
話
に
励
ま
さ
れ
て
待

っ
た
。

そ
の
時
誰
か
が
突
然

「
ア
、
来
た
、
来
た
」
と
云

う
声
に
指
す
方
を
振
向
く
と

一
羽
の
鷹
が
山
の
中
復

を
低
く
か
す
め
て
西
の
空

へ
消
え
て
行

っ
た
。
瞬
時

の
出
来
事
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
そ
の
行
方
を
追

っ
て

い
る
と
、　
一
羽
又

一
羽
、
二
羽
と
渡

っ
て
来
て
、
今

度
は
頭
上
は
る
か
に
上
昇
し
旋
回
し
初
め
た
。

空
を
仰
い
で
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
鷹
を
見
た
嬉
び
に

歓
声
を
あ
げ
て
い
る
人
達
で
あ
る
。

去
年
の
よ
う
に
休
む
間
も
な
く
渡

っ
て
来
て
、
仰

ぎ
疲
れ
た
の
に
比
べ
る
と
嘘
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
鷹
の
渡
り
を
見
た
安
堵
で
城
址
の
草
叢
に

昼
食
を
と
る
者
、
木
の
根
に
腰
を
掛
け
て
待

つ
こ
と

数
時
間
、
時
折
渡

っ
て
く
る
鷹
に

一
応
満
足
し
た
安

ら
ぎ
で
山
に
心
を
残
し
な
が
ら
、
空
を
振
り
返
り
、

振
り
返
り
下
山
し
た
。

鷹
の
渡
り
は
新
ら
し
い
土
佐
の
風
物
詩
と
し
て
脚

光
を
浴
び
定
着
し
た
季
題
で
あ
ろ
う
。

忽
然
と
空
よ
り
湧
き
て
鷹
渡
る
　
井
上
ひ
ろ
し

深
空
に
見
失
せ
て
ま
ぶ
し
鷹
渡
る
森
岡
　
美
保

竜
胆
や
海

へ
傾
斜
の
鷹
の
道
　
　
田
内
　
露
風

雲
湧
け
る
日
の
渡
り
鷹
低
く
飛
ぶ
　
久
保
内
鏡
子

鷹
渡
る
ほ
か
に
影
な
き
海
と
空
　
大
西
　
瓶
子

皿
　
の
　
話

馬
　
木
　
重
　
美

（松
山
）

皿
よ
リ
ダ
ン
ゴ
と
い
う
時
代
を
長
く
経
て
来
ま
し

た
が
、
こ
の
頃
は
、
少
し
ば
か
り
皿
も
気
に
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、
年
の
せ
い
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で

ヘ
ン
な
話
に
な
り
ま
す
が
、
今
出
来

の
大
皿
と
、
明
治
、
大
正
に
出
来
た
そ
れ
と
の
比
較

を
書
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
デ
パ
ー
ト
等
の
陶

器
売
場
で
売
ら
れ
て
い
る
人
皿
は
見
た
目
に
は
、
本

当
に
、
き
れ
い
で
す
Ｇ
し
か
し
、
長
く
部
屋
に
飾
る

と
何
だ
か
飽
き
が
き
そ
う
で
す
。
色
彩
も
化
学
薬
品

で
す
か
ら
、
ど
ぎ

つ
い
感
じ
さ
え
し
ま
す
。
そ
れ
に

く
ら
べ
、
明
治
、
大
正
も
の
は
、
手
書
き
で
、
実
に

お
お
ら
か
に
画
か
れ
、
飽
き
の
こ
な
い
情
緒
豊
か
な

も
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
そ
し
て
、
丈
夫
に
造
ら

れ
、
し
か
も
、
今
の
も
の
よ
り
市
価
が
安
い
。
何
だ

か
不
思
議
に
さ
え
思
い
ま
す
。
昔
の
皿
が
な
ぜ
安
い

の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
で
せ
ょ
う
が
、
今
出
来
は
、

人
件
費
、
材
料
費
、
燃
料
費
、
そ
し
て
流
通
機
構
等

を
通

っ
て
高
価
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

で
は
、
明
治
、
大
正
の
大
皿
が
、
た
や
す
く
、
そ

し
て
手
頃
な
値
段
で
人
手
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

結
構
四
国
に
は
、
ま
だ
あ
る
よ
う
で
す
。
町
の
骨

董
屋
、
古
道
具
屋
等
。
若
し
、
思
い
つ
く
と
こ
ろ
が

お
有
り
で
し
た
ら
、
何
時
か
、
覗
い
て
見
ら
れ
る
と

思

い
が
け
な
く
面
白

い
図
案

の
絵

皿
が
発
見
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
若
し
、
首
尾
よ
く
、
手
に
入

れ
ら
れ
た
ら
、
部
屋
に
飾

っ
て
み
て
下
さ
い
。
今
出

来
の
も
の
よ
り
、
き

っ
と
、
お
気
に
入
る
と
思
い
ま

す
。

ミ
ネ

ラ
ル
ウ
オ

ー
タ

ー

梶
　
原
　
昭
（　
秀

（徳
島
）

昔
徳
島
に
は
ど
の
家
に
も
井
戸
が
あ

っ
た
。
朝
夕

の
店
さ
き
の
撒
き
水
や
洗
濯
、
風
呂
水
な
ど
に
使
わ

れ
、
飲
料
水
は
眉
山
の
麓
か
ら
湧
き
出
る
水
に
た
よ

っ
て
い
た
。
殊
に
大
滝
山
の
錦
竜
水
や
瑞
巌
寺
の
水

な
ど
は
、
荷
車
に
積
ま
れ
市
内
を
売
り
あ
る
か
れ
た

程
で
あ
る
。
こ
れ
は
私
の
少
年
時
代
の
話
で
あ
る
。

昨
今
、
こ
れ
ら
の
水
は

一
向
に
湧
い
て
こ
な
く
な

っ
て
い
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
昔
を
懐
か
し
く
思
う

も
の
の

一
つ
で
あ
る
。

一
方
、
河
川
や
地
下
水
の
汚
染
が
す
す
み
、
臭

い

水
が
鼻
を

つ
く
。
自
然
う
ま
い
水

へ
の
志
向
が
強
く

な
り
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
の
ブ
ー
ム
が
お
こ
っ

て
き
た
。
家
で
ウ
イ
ス
キ
ー
の
水
割
り
に
使
わ
れ
る

の
も
も

っ
ば
ら
ミ
不ヽ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
ぃて
あ
る
。

今
年
は
八
万
キ

ロ
リ

ッ
ト
ル
以
上
売
れ
る
見
と
お

し
と
言
わ
れ
、
こ
れ
は
国
民

一
人
当
た
り
瓶
■
木
分

を
飲
む
勘
定
に
な
る
。
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昔
は
水
は
た
だ
同
然
の
も
の
で
あ

っ
た
が
、
今
や

水
に
値
を

つ
け
ら
れ
、
大

っ
び
ら
に
売
ら
れ
る
時
代

に
な

っ
て
き
た
が
、
眉
山
の
麓
か
ら
湧
く
自
然
の
銘

水
が
荷
車
で
運
ば
れ
売
ら
れ
た
昔
と
思
い
合
せ
る
と
、

一
入
の
感
無
き
を
得
な
い
。
水
は
資
産
で
あ
り
商
品

と
な
る
。

徳
島
県
に
お
い
て
も
、
吉
野
川
の
水
を
愛
媛
、
香

川
両
県
に
分
水
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
他
の
恩
恵
に
あ

ず
か

っ
て
い
る
が
、
水
を
元
手
に
資
産
や
金
を
か
せ

ぐ
時
代
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
が
益
々
普
及
し
、
今
に
わ

れ
わ
れ
の
生
活
と
切
り
離
せ
な
い
よ
う
に
な
る
時
期

が
来
る
０
て
は
な
い
か
と
思
う
。

群
馬
国
体
で
、
赤
城
水
の
缶
詰
が
配
ら
れ
て
い
る

の
を
テ
レ
ビ
デ
、見
な
が
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で

あ
る
。西

国

三
十

三

ヶ
寺

巡
り

後
　
一騰
　
　
　
稔

（大
洲
）

西
国
二
十
二
ヶ
寺
巡
拝
を
思
い
立
ち
、
小
田
原
の

次
男
が
車
で
帰
省
し
た
の
で
、
そ
の
帰
り
車
に
便
乗

し
五
月
下
旬
松
山
港
を

フ
ェ
リ
ー
で
出
発
し
た
。

夜
明
け
に
神
戸
港

へ
上
陸
。
高
速
道
路
を
大
垣
ま

で
走
り
こ
こ
で
次
男
と
わ
か
れ
た
。
い
よ
い
よ

一
人

旅
の
大
垣
か
ら
樽
見
線
に
乗

っ
た
が
天
気
も
良
く
車

中
に
は
三
十
三
番
札
所
谷
汲
山
草
巌
寺
の
参
拝
者
が

大
勢
い
て
心
強
い
。
寺
は
風
格
あ
る
建
物
で
、
結
願

札
所
の
た
め
納
経
所
は
満
員
で
、
昼
食
ど
き
や

っ
と

納
経
を
終
え
た
。
帰
り
は
岐
阜
に
寄
り
米
原
で
宿
泊
。

三
十
二
番
観
音
正
寺
は
山
寺
な
の
で
早
立
ち
し
て

一
番
列
車
に
乗
り
能
登
川
町
で
バ
ス
に
乗
り
替
え
、

寺
の
登
り
口
に
出
た
が
強
い
雨
で
参
拝
者
は
無
く
、

傘
を
借
り
山
道
を
汗
と
雨
で
全
身
濡
れ
て
参
拝
を
済

ま
せ
た
。

Ｒ
つ
く
三
十

一
番
長
命
寺
も
山
寺
。
能
登

川
町

へ
一
た
ん
戻
リ
バ
ス
で
長
命
寺

へ
向
う
。
荷
物

を
預
け
て
石
段
を
上
る
。
小
雨
に
煙
る
琵
琶
湖
を
樹

間
に
垣
間
見
な
が
ら

一
心
に
上
り
、
よ
う
や
く
静
寂

な
本
堂
に
た
ど
り
着
き
参
拝
し
た
。
竹
生
島
の
三
十

番
宝
巌
寺
は
強
風
で
船
が
訣
航
し
た
の
で
、
あ
き
ら

め
て
京
都
に
出
て
宿
泊
。
明
く
れ
ば
上
天
気
。
先
づ

清
水
寺
に
参
り
、
六
波
羅
蜜
寺
。
今
熊
野
観
音
寺
、

六
角
堂
に
詣
で
て
大
津

へ
行
く
。
疎
水
を
抜
け
て
三

井
寺
に
参
拝
、
石
山
寺
、
岩
間
寺
に
お
参
り
し
て
今

日
の
日
程
を
す
ま
せ
た
。
こ
の
日
再
び
京
都
に
泊
り

早
立
ち
し
て

一
番
札
所
深
雪
山
醍
醐
寺

へ
。
胸

つ
き

十
六
丁
の
急
坂
を
歩
む
と
杉
、
松
、
檜
の
大
木
が
そ

び
え
、
小
鳥
が
鳴
く
。
全
身
に
汗
が
湧
く
程
登

っ
た

と
き
山
城
の
よ
う
な
お
寺
が
見
え
た
。
醍
醐
寺
は
大

き
い
。
納
経
し
て
下
山
に
か
か

っ
た
が
下
り
は
楽
で

足
取
り
も
軽
い
。

そ
れ
よ
り
三
室
戸
寺
、
行
願
寺
に
参
拝
し
て
ま
た

京
都
に
泊
り
、
翌
日
は
大
阪

へ
出
て
、
阪
急
宝
塚
線

の
中
山
寺
に
詣
で
て
今
回
の
参
拝
を
終
え
た
。

帰
途
の
連
絡
船
の
中
で
急
ぎ
足
で
廻

っ
た
寺
寺
を

思
い
浮
べ
、
来
年
は
残
り
の
お
寺
を
巡
ろ
う
と
心
に

誓
ζ

た
。表

紙

の
こ
と
ば

荘
野
　
丼
一秀

一内
海
）

＋全

嘗

まヽ

に
鼠
を
描

い
て
み
す
ま
し
た
じ

子
は
、
卜

二
支
の
最
初

に
来

る
も
、
私
も

次

の
子
年
ま
で
健
康
で
あ
り
た

い
も

の
で

す
、紙

上
を
か
り
て
、
皆
様

に
新
年
の
ご

あ
い

さ

つ
申
し

上
げ
ま
す
〔

）

投

稿

規

定

一　

会
員
消
息
　
四
〇
〇
字
以
内

一
一　
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
　
五
首
又
は
五
句
以
内

〓
一　
随
筆
、
随
想
　
工（
○
○
字
以
内

原
稿
締
切
　
　
一
一月

一
〇
日

原
稿
の
取
扱
に
つ
い
て
は
お
任
せ
ね
が
い
ま
す
。

編
　
集

　
後

　

記

▽
皆
様
ご
健
康
で
輝
や
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
な
さ

い
ま
し
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
手
を
た
携
え
元
気

一
杯
過
ご
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

▽
昨
年
は
年
金
の
統
合
が
あ
り
、
ス
ラ
イ
ド
は
見
送

ら
れ
、
共
済
年
金
受
給
者
に
と

っ
て
試
練
の

一
年
で

し
た
。
こ
の
会
報
が
お
手
許
に
届
く
頃
に
は
、
選
挙

も
終
り
国
民
の
審
判
が
下

っ
て
い
る
で
し
よ
う
が
、

私
た
ち
も
大
所
、
高
所
に
立

っ
て
審
判
を
受
け
た
あ

と
の
行
方
を
見
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
そ
れ
に
し
て
も
今
年
は
う
れ
し
い
年
金
情
報
を
お

届
け
で
き
る
こ
と
を
祈

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
（渡
部
）

電
友
会
四
国
連
合
会
会
報
　
　
第
四
五
号
　
一

昭
和
五
九
年

一
月

一
日
発
行

編

集

発

行

　

一電
友
会

四
国
連

合
会

事

　

　

務

　

　

局

松
山
市

一
番
町
四
丁
目

（〒
七
九
〇
）

四
国
電
気
通
信
局
内

電
話
（〇
八
九
九
￥
一六
―
二
〇
二
三

印
　
刷
　
　
四
国
電
話
印
刷
株
式
会
社
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はじめまして、ハウディです。

●新規に電話をひく場合の費用は含まれておりません.

●使用料には加入電話の基本料は含まれておりません.

0短縮タイヤルサービスをこ利用の場合は、月額600円 か加算されま■

もっ2か吸 る、現日ヘ

‐ 電電公社

●ハウデなシリーズ 機能・使用料一覧

機   種

機

寸 法 (mm)
重さ(,)

い̈はタイブ ○ ○

ウォ」レタイブ ○ ○ ○ ○

ワイドタイブ ○ ○ ○ ○

スリムタイブ ○ ○ ○ ○

(時計付 )
○ ○ ○ ○ ○

時計 保留音 41
○ ○ ○ ○ ○ ○

必
月々の使用料 工 事 費

¨̈
一̈

¨̈
」銹本電話機 750円 2′ 000円

親子電話 550円 650円 650円 650円 750円 000円

―- 10 -―
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